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問 

　
東
日
本
大
震
災
を
検
証
す
る

と
、
保
育
所
で
の
人
的
被
害
の

抑
制
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
自
力
避
難
で
き
な
い
乳
幼
児

を
限
ら
れ
た
人
手
で
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
ゼ
ロ
か
ら
５
歳

児
を
預
か
る
保
育
所
で
、
火
事

や
地
震
な
ど
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
が
少
な
く
と
も
毎
月
１
回

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
保
育
所
の
東
日
本
大
震

災
以
降
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

⑴　
本
市
の
保
育
所
は
、
大
震

災
以
降
、
津
波
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
改
定
、
作
成
し
た
の
か
。

⑵　
震
災
の
教
訓
か
ら
引
き
渡

し
ル
ー
ル
の
見
直
し
が
進
ん
で

い
る
と
聞
く
。

　
本
市
は
、送
迎
、帰
宅
せ
ず
、

最
寄
り
の
避
難
場
所
に
移
動
と

明
文
化
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
な
内
容
は
。

⑶　

保
育
所
の
設
備
の
充
実

度
、ま
た
保
育
士
の
実
践
的
な
心

構
え
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

   

答 

民
生
部
長

⑴　

東
日
本
大
震
災
前
は
災
害

が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
保
護

者
へ
の
引
き
渡
し
を
原
則
と
し

て
い
た
が
、
震
災
後
は
、
大
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
な

ど
、
ま
ず
園
児
の
安
全
を
一
番

に
考
え
、
い
ち
早
く
避
難
場
所

に
移
動
す
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改
定
を
行
っ
た
。

⑵　

保
育
所
に
到
着
後
、
名
古

屋
地
方
気
象
台
か
ら
伊
勢
三
河

湾
に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ

た
場
合
は
保
育
を
中
止
し
、
安

全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
る
。

　

保
育
所
自
体
が
津
波
避
難
場

所
以
外
の
保
育
所
で
は
、
近
く

の
マ
ン
シ
ョ
ン
、
学
校
な
ど
、

高
い
建
物
に
避
難
す
る
よ
う
定

め
て
お
り
、
大
津
波
警
報
が
解

除
後
、
避
難
場
所
に
迎
え
に
来

て
い
た
だ
く
。

⑶　

東
日
本
大
震
災
後
、
避
難

場
所
へ
の
移
動
手
段
と
し
て
乳

母
車
、リ
ヤ
カ
ー
を
購
入
し
た
。

　

ま
た
、
浸
水
が
早
い
と
想
定

さ
れ
る
本
市
の
南
部
地
域
か
ら

救
命
胴
衣
を
配
備
し
た
。

　

消
毒
液
、
タ
オ
ル
、
三
角
巾
、

お
ん
ぶ
ひ
も
、
ロ
ー
プ
な
ど
は

常
に
防
災
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
、

持
ち
出
せ
る
よ
う
に
準
備
し
て

い
る
。

　

保
育
士
の
心
構
え
は
、
ど
の

よ
う
な
場
合
で
も
子
ど
も
の
命

を
守
り
安
全
に
保
育
す
る
こ
と

を
定
め
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
以
降
の
保
育
所

の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

   

問 

　

担
い
手
農
家
に
農
地
を
集

め
、
経
営
効
率
を
改
善
す
る
大

規
模
化
政
策
に
向
か
う
現
状
、

本
市
も
多
く
の
稲
作
水
田
を
擁

す
る
中
尋
ね
る
。

⑴　
現
在
の
担
い
手
農
家
数
、

担
っ
て
い
る
耕
作
面
積
は
ど
れ

ぐ
ら
い
か
。

⑵　
農
家
の
高
齢
化
、
後
継
者

の
農
業
離
れ
で
増
加
し
て
い
る

農
地
の
利
用
権
設
定
の
推
移
は
。

⑶　
本
市
の
後
継
者
、
Ｕ
タ
ー

ン
農
業
者
、
定
年
帰
農
者
な
ど

に
農
業
研
修
を
行
え
る
農
業
塾

な
ど
の
現
状
、
並
び
に
市
と
し

て
の
支
援
は
行
っ
て
い
る
か
。

   

答 

開
発
部
長

⑴　

弥
富
地
域
農
業
機
械
銀
行

の
構
成
員
で
あ
る
弥
富
受
託
部

会
は
、
個
人
、
法
人
を
合
わ
せ

13
名
、
十
四
山
受
託
部
会
は
６

名
、そ
の
他
６
名
の
合
計
25
名
。

政
風
会

 
三
浦 

義
光 

議
員

　

耕
作
面
積
は
、
自
己
所
有
農

地
は
36
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
利
用
権

設
定
農
地
が
408
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

合
わ
せ
て
約
444
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

⑵　

毎
年
12
月
31
日
現
在
の

数
値
21
年
258
・
8
ヘ
ク
タ
ー
ル

22
年
296
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
23
年

346
・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
24
年
390
・
1

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
毎
年
約
13
か

ら
17
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

⑶　

J
A
あ
い
ち
海
部
は
、
18

年
度
よ
り
、
わ
い
わ
い
農
業
塾

を
開
催
し
て
お
り
、
内
容
は
、

主
に
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ

ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
、
季
節

に
応
じ
た
野
菜
を
播
種
か
ら
収

穫
ま
で
学
び
、
基
本
的
な
講
習

と
実
習
を
毎
月
１
回
、
年
12
回

開
催
し
て
い
る
。

　

受
講
資
格
は
、
J
A
あ
い
ち

海
部
管
内
の
在
住
の
組
合
員
、

準
組
合
員
、
ま
た
は
そ
の
家
族

で
今
年
度
は
79
名
が
受
講
し
、

９
割
以
上
が
60
歳
以
上
の
定
年

退
職
者
で
あ
る
。

　

農
業
塾
に
対
す
る
支
援
は
、

現
在
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

新
た
に
津
波
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
対
応
し
て
い
る

本
市
の
農
地
の
利
用
権

設
定
の
推
移
は

毎
年
約
13
％
か
ら
17
％

増
加
し
て
い
る




